
6-7-38 

(1162) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.9(10) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日最大値、第10層[100m以深]） 



6-7-39 

(1163) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(1) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第1層[0～2m]） 



6-7-40 

(1164) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(2) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第2層[2～4m]） 



6-7-41 

(1165) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(3) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第3層[4～7m]） 



6-7-42 

(1166) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(4) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第4層[7～10m]） 



6-7-43 

(1167) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(5) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第5層[10～15m]） 



6-7-44 

(1168) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(6) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第6層[15～20m]） 



6-7-45 

(1169) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(7) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第7層[20～30m]） 



6-7-46 

(1170) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(8) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第8層[30～50m]） 



6-7-47 

(1171) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(9) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第9層[50～100m]） 



6-7-48 

(1172) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.10(10) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、夏季、日平均値、第10層[100m以深]） 



6-7-49 

(1173) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(1) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第1層[0～2m]） 



6-7-50 

(1174) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(2) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第2層[2～4m]） 



6-7-51 

(1175) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(3) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第3層[4～7m]） 



6-7-52 

(1176) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(4) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第4層[7～10m]） 



6-7-53 

(1177) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(5) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第5層[10～15m]） 



6-7-54 

(1178) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(6) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第6層[15～20m]） 



6-7-55 

(1179) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(7) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第7層[20～30m]） 



6-7-56 

(1180) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(8) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第8層[30～50m]） 



6-7-57 

(1181) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(9) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第9層[50～100m]） 



6-7-58 

(1182) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.11(10) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日最大値、第10層[100m以深]） 



6-7-59 

(1183) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(1) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第1層[0～2m]） 



6-7-60 

(1184) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(2) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第2層[2～4m]） 



6-7-61 

(1185) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(3) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第3層[4～7m]） 



6-7-62 

(1186) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(4) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第4層[7～10m]） 



6-7-63 

(1187) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(5) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第5層[10～15m]） 



6-7-64 

(1188) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(6) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第6層[15～20m]） 



6-7-65 

(1189) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(7) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第7層[20～30m]） 



6-7-66 

(1190) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(8) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第8層[30～50m]） 



6-7-67 

(1191) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(9) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第9層[50～100m]） 



6-7-68 

(1192) 

 

 
注）図中の係留施設と仮設桟橋は、海上工事に伴う濁り負荷の発生位置との対応関係を分かり易くするために示したものであり、 

1 年次 1 ヵ月目時点の施工の進捗状況を示すものではありません。 
 

図-6.7.12(10) 工事中のSS予測結果 

（1年次1ヶ月目、冬季、日平均値、第10層[100m以深]） 



6-7-69 

(1193) 

 

 
 

図-6.7.13(1) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第1層[0～2m]） 



6-7-70 

(1194) 

 

 
 

図-6.7.13(2) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第2層[2～4m]） 



6-7-71 

(1195) 

 

 
 

図-6.7.13(3) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第3層[4～7m]） 



6-7-72 

(1196) 

 

 
 

図-6.7.13(4) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第4層[7～10m]） 



6-7-73 

(1197) 

 

 
 

図-6.7.13(5) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第5層[10～15m]） 



6-7-74 

(1198) 

 

 
 

図-6.7.13(6) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第6層[15～20m]） 



6-7-75 

(1199) 

 

 
 

図-6.7.13(7) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第7層[20～30m]） 



6-7-76 

(1200) 

 

 
 

図-6.7.13(8) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第8層[30～50m]） 



6-7-77 

(1201) 

 

 
 

図-6.7.13(9) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第9層[50～100m]） 



6-7-78 

(1202) 

 

 
 

図-6.7.13(10) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値、第10層[100m以深]）



6-7-79 

(1203) 

 

 
 

図-6.7.14(1) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第1層[0～2m]） 



6-7-80 

(1204) 

 

 
 

図-6.7.14(2) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第2層[2～4m]） 



6-7-81 

(1205) 

 

 
 

図-6.7.14(3) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第3層[4～7m]） 



6-7-82 

(1206) 

 

 
 

図-6.7.14(4) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第4層[7～10m]） 



6-7-83 

(1207) 

 

 
 

図-6.7.14(5) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第5層[10～15m]） 



6-7-84 

(1208) 

 

 
 

図-6.7.14(6) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第6層[15～20m]） 



6-7-85 

(1209) 

 

 
 

図-6.7.14(7) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第7層[20～30m]） 



6-7-86 

(1210) 

 

 
 

図-6.7.14(8) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第8層[30～50m]） 



6-7-87 

(1211) 

 

 
 

図-6.7.14(9) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第9層[50～100m]） 



6-7-88 

(1212) 

 

 
 

図-6.7.14(10) 降雨時のSS予測結果 

（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値、第10層[100m以深]） 



6-7-89 

(1213) 

 (2) 飛行場及びその施設の存在及び供用 

  1) 予測の概要 

飛行場及びその施設の存在及び供用については、陸上の裸地からの土砂の流出に

伴って水の濁りが発生するおそれがあることから、表-6.7.15 に示すとおり予測を

行いました。 

 

表-6.7.15 土砂による水の濁り予測の概要（供用時）  

項 目 内 容 
予測項目 飛行場及びその施設の存在及び供用に伴い発生する土砂による水の濁り 
影響要因 飛行場及びその施設（陸上施設）の存在及び供用 
予測地域 対象事業実施区域周辺海域 
予測対象時期 飛行場の施設の供用が定常状態であり、適切に予測できる時期としました。 
予測方法 存在および供用時における土砂による水の濁りは、陸上の裸地からの土

砂流出により発生するため、事業計画による裸地の面積から、影響を推定

する方法により行いました。 
 
  2) 予測方法 

存在及び供用時における土砂による水の濁りは、陸上の裸地からの土砂流出によ

り発生するため、現況における裸地の面積及び事業計画による存在及び供用時にお

ける裸地の面積を比較することで、対象事業の実施が及ぼす影響を推定する方法に

より行いました。 

 

  3) 予測結果 

現況における裸地の面積、存在及び供用時における裸地の面積は表-6.7.16に示

すとおりです。飛行場及びその施設の存在及び供用時には、既存の裸地の多くは飛

行場施設の整備によりなくなり、残った裸地は緑化することに加え、施設内の雨水

については、調整池を通じて排水することにより、海域へ流出する土砂等の量は、

減少すると推定されます。従って、土砂による水の濁りも減少すると予測されま

す。 

 

表-6.7.16 裸地の面積（km2） 
現況 1.24 
供用及び存在時 0 
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6.7.3 評価 

 (1) 工事の実施 

  1) 環境影響の回避・低減に係る評価 

  (a) 環境保全措置の検討 

工事中に発生する濁りが、対象事業実施区域周辺海域の水質に影響を及ぼす可能

性が考えられることから、濁りの影響を低減するため、事業者により実行可能な範

囲内で環境影響をできる限り回避・低減することを目的として、以下のとおり環境

保全措置を検討しました。 

 

・改変後は、植生基材吹付等により、すみやかに裸地面を保護し、濁水の流出を

抑制します。 

 

  (b) 環境影響の回避・低減の検討 

本環境影響評価項目については、水の濁りの拡散範囲は海域工事では工事箇所周

辺の局所的で一時的な影響であり、陸域工事では 10 年確率降雨という大雨の時で

も馬毛島周辺の沿岸域にとどまっており、事業者として実行可能な範囲内で低減が

図られていると評価しました。 

 

  2) 国又は地方公共団体による環境保全の基準又は目標との整合性に係る評価 

  (a) 環境保全の基準又は目標 

鹿児島県環境基本計画における「環境保全に向けた取組」の中で、事業者の共通

的取組として、「大気や水質などへの汚染物質の排出の削減」と記載されています。 

また、「水産用水基準(2018 年版)」（社団法人日本水産資源保護協会、平成 30

年）には、「人為的に加えられる懸濁物質は2mg/L以下であること。」と定められ

ており、SS濃度については2mg/L以下を環境保全目標としました。 

 

  (b) 環境保全の基準又は目標との整合性 

平常時における工事に伴い発生する水の濁りについては、1年次 1ヶ月目の港湾

施設の工事では、日平均濃度の寄与濃度2mg/L以上の濁りは、工事実施周辺の局所

的な範囲と予測されました。 

降雨時における工事に伴い発生する水の濁りについては、仮設沈砂池の設置や濁

水処理施設の設置により、10年確率降雨という大雨の時でも日平均濃度の寄与濃度

2mg/L以上の濁りの拡散範囲は、沿岸域にとどまると予測されました。 

 

以上から、工事に伴い発生する水の濁りについて、環境保全の基準又は目標との

整合性は図られていると評価しました。 
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 (2) 飛行場及びその施設の存在及び供用 

  1) 環境影響の回避・低減に係る評価 

  (a) 環境保全措置の検討 

施設の存在及び供用により発生する濁りが、対象事業実施区域周辺海域の水質に

影響を及ぼす可能性が考えられることから、濁りの影響を低減するため、事業者に

より実行可能な範囲内で環境影響をできる限り回避・低減することを目的として、

以下のとおり環境保全措置を検討しました。 

 
・改変後は、植生基材吹付等により、すみやかに裸地面を保護し、濁水の流出を

抑制します。 

 

  (b) 環境影響の回避・低減の検討 

現在、裸地となっている部分については緑化を行うこと、調整池を設置すること、

また、飛行場及びその施設の設置により現状より裸地面積は減ることになり、事業

者として実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価しました。 

 

  2) 国又は地方公共団体による環境保全の基準又は目標との整合性に係る評価 

  (a) 環境保全の基準又は目標 

鹿児島県環境基本計画における「環境保全に向けた取組」の中で、事業者の共通

的取組として、「大気や水質などへの汚染物質の排出の削減」と記載されており、

これを環境保全目標としました。 

 

  (b) 環境保全の基準又は目標との整合性 

現在、裸地となっている部分については緑化を行うこと、調整池を設置すること、

また、飛行場及びその施設の設置により現状より裸地面積は減ることになり、環境

の保全に係る基準又は目標との整合性が図られているものと評価しました。 
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